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.調 査 方 法

1978年12月23日 浜 田沿岸の水深6
.Omと80mに250m3～1.0〃 ノよ りなる実験魚礁55

基 を沈設 した。 この魚礁 を使用 して3月28日 に わた って計5回(1月10日 ・25日,2月9日,

3月8日 ・28日)ヤ リイ カ卵の うの産着状況を調べた。

各回 とも実験魚礁全難について産着 された卵の うを採取 し,残 留物 がないよ う除去 して同日再び

沈設した。卵の うは現場で10%の ホルア リン液にて固定 し,後 日1/10の 材 料について測定 した。

結 ・ .果

ユ.'卵 ⑱ う の産 着 状 況!

引揚げた魚礁ρ内壁や外壁に多くの卵のうの牽着が認められたが,そ れらの産み付け状況を観察

すると隅i .に示したA・Bの 如 く・細長い管状の卵のう粧1本 ずつ数emの間隔で個々に産み付け

られたもの(・以下田植方式と呼ぶ)と,数 十本の卵のうが塊状に集団で産み付けられているもの

(以 下卵の う塊 と呼ぶ)が あった。

塊状の ものは魚礁壁 に10e一 一25cndの 粘 液状の付着面 を持つ根幹に卵の うがバナナの房状に数十個

寄 り集 って産み付け られ ている。産着の多い魚礁では付着面が相互に重な りあい,卵 の う塊は団子

状 を示 し,個 々の卵の う塊の区別は困難で あった。 したが ってここで取扱 った卵 の う塊は他の卵の

う塊 とは明確 に区別できるもの に限定 した。なお田植方式による個 々の卵の うの行着面な隣接す る

卵の うの付着面とは独立し℃いた。

卵のう塊に含まれる卵のう数を示しためが

図2燭 る・8ζれ『よると卵のう塊は拶βのう

16～50本 よ り形成 されて》Yるが20～25本

の場合が最 も多い ことがわかる。

調査期間を通じて産み付け方法に田植方式

と塊状方式がみられたが,そ の方式の如何を問

わず時期別の産着状況を示したのが図3で あ

るo 図1.卵 のうの産着状況



水深60mに 設置 した魚礁について一基当 りの産

着卵のう数 をみると,1月 には平均150～300本 と僅

かであったが,2月 には1,000本 前 後 と増加傾 向にあ

り,3月 に入ると3280本 と数多 くの産着がみられた。

.しかし3月 下旬には500本 前後と激減 していることか

ら卵の うの産着は3月 上旬を ピー クとして短期間に

集中的に行なわれたことが伺われるが,水 深80m

に設置 した魚礁ではそれほ ど明確 な傾 向は認め られ

な か っ た 。

2.卵 の う長 と重 量

図2・1卵 の う塊 に含 まれる

卵 のう数の分布

付着面に接する卵のう基部から先端までの長さを

卵の う長 とした。卵 の う長の度数分布 を示 したのが

図4で あ る。 出現範囲 ほ大 きく最も短 い もので

6.30㎝,長 い もので23.8㎝ と両者の間 には約4倍 の

差がみられるが,最 も多か ったのは12～16㎝ の も

のであった。 また田植方式 と塊状方式で産み付け ら

れたものについ ても両者の卵の う長範囲,度 数に相

違は認め られない ようであ る。 さらに1つ の卵のう

塊においても卵の うの長 さは不統一で,短 い ものと

長いもの との間には7～8㎝ の 差が認 め られた。

卵のう重量 については2.2g～12.5gと 卵 の う長同

様大 きな差がみ られた が,最 も多か ったのは4.0～

6.0gの ものであった。この卵の う長 と重量 との関係

は

の関係式で示 される.(図5)

3.卵 の う長 と卵 数

卵のうの中には等間隔に多数の卵が配列している

のが肉眼で観察される。したがって卵のうの長さに

よって含有される卵数も異なるであろうが,こ こで

は卵のうの長 さを無視して卵のう1本 に含有される

卵数の度数分布を示したのが図6で ある。

図4.卵 の う長 の 分 布



図6に よ る と,卵 の う内の含有卵数は30個 程

度か ら170個 前 後 と大きなぱらつ きが認め られ るが

100個 前後のもの が最も多いこ とがわか る。

卵のう長が長くなると含有する卵数も多くなるの

は当然のことであるが 両者の関係式を求めると

Y= 1.4 + 6.4x (Y ;卵 数,X;卵 の う長)

で あ った 。

しかし,図7に み られ るよ うに卵 の うが長 くな

るに したが って一定数の卵が増加するわけで もない

ようだ。卵の う長10㎝ の もの に含有されていた卵

数は35～120個 の範囲 にあ り,ま た卵の う長16㎝

の ものに含有 されていた卵数は40～160個 の間に

あってはなはだ不均一であるところをみると,卵 の

うの長 さと卵数 には物理的 に一定の関係はなく,産

み付け時の親魚の生理状態や周囲 の環境 によって大

図5.卵 の う長 と卵の う重量 との関係

きく変動することが考 えられる。

4.卵 の う と艀 化

産着 された卵の う群 をみる と亀産着直前 と思 われ

る卵径 は2.5～2.7㎜ 程 度 であるが,発 眼前の も

のは3.5㎜P前 後,発 眼中の ものは4．5㎜ 前

後,色 素胞発生卵は5.5㎜ 前後 と発育 して産み

図6..1卵 の う中に含まれる卵数の分布

付け後の経過を示 している。

各調査回毎の卵 の うの発育状況 を示 したのが表」

で あ る。 これに よる と1～2月 に 採取 した卵の

うは2回 ない し3回 にわた って産着 されたものであ

り,3月 に採取 された卵の うは5回 にわた って産着

されたもの であることが明 らかである。各調査回 と

も魚礁の沈設経過 日数が同一でないので比較 に問題

はあるが,1月 に比べて3月 により多 くの産着 があ

る傾向は伺がわれる。

また1月10日 に引揚 げた魚礁の経過 日数は計19

日で,3月28日 に引揚 げた魚礁の経過 日数21日

とほぼ同一であるが,両 者の卵の うの発育状況 には

図7.卵 のう長と卵数の関係



大きな差異がみられ,前 者は発眼卵までであったが,後 者は艀化卵までみ られている。もしも両者

とも魚礁沈設と同時に産着されたと仮定すると,1月 に比べ3月 はかなり短期間で艀化することが

考えられる。

考 察 表1各 調査時点における卵の発育状況

魚礁に産着 していたヤ リイカ卵

の うには,塊 状方式 と田植方 式の

二通 りがあるこ とを確認 した。 ヤ

リイカが集団的 に卵の うを産み付

けることは,す でに諌早2)・ その

他により明らかにされている。 し

か し1つ の卵の う塊 の構成 を取扱

った研究は少 ない。 今回材料 とし

た卵の う塊は あくまで他の卵 の う

塊 とは区別 され るもので あ り,ま

た根幹からバナナの房状に植付 られてい ることから,1尾 の親イ カが産み付けた卵 の うと考 えられ

る 。

1つ の 卵の う塊の形成卵の う数は16～50本 で あ り,1本 の 卵の うに含まれ る卵数は30～170個

で100個 前後が最 も多い ことか ら,卵 の う塊の含有卵数は1,600・v5,000個 と推測され るが,1尾

の親イカが1度 に幾つの卵の う塊 を産み付けるかは不 明である。

諌早 が北海道で得た結果によると,親 イ カの1尾1回 の産出卵の う数は最高60本,平 均30～

40本 であ り,1本 の 含有卵数は40・ 一一50個 とし,ま た生殖盛期の親イカの完熟卵数は1,700-3,800

個 としている。 このことか ら1卵 の う塊の形成卵の う数16～50本(1,600～5,000個)は 親イカ1

尾 が1回 の産卵時 に産み付ける卵の う数 と考 えられる。 しかし,産 卵方式が二通 りあ り,田 植方式

がもっとも普通の産着形式である塊状に産み付けることができなからた場合の方法であるとしたら

1つ の卵のう塊を持って1回 の産卵数 と決定することはできない。田植方式が産着場所の広狭など

によって行なわれるのか,親 イカの生理的な条件によって行なわれるのか今後の問題である。

卵の発育状況は浜部bノの水槽実験(飼 育水温11～18。C,10時 観 測)に よる と,各 卵のステージ

に要する日数 はいろいろで,発 眼卵で8～15日 を要 してい るこ とがわかる。 したが って各調査回に

おいて卵の発育状況に差 があるのは,産 卵に来た群の異な りと解釈できる。12月23日 の魚礁設

置から調査終了回の3月28日 までの97日 間におい て18群 もが魚礁を利用したこととな り,短 期

間に新たな群が次 々と加入する傾 向が伺 える6た だしこれは各調査回毎 に魚礁 の付着物 を全 て除去

し,卵 の うを産み付ける場所 を人為 的に作 ったための結果である。先の群が産み付けた卵の うの上

に次の群が卵のうを産み付けることは,卵 の発育観察からはみ られなかった。



要 約

実験魚礁に産着されたヤ リイカ卵の うについて次の結果を得た。

①卵の うの産着 には1本 ずつ数㎝ 間隔 で産み付 けられた もの と,塊 状に産み付け られたものの二通

りの状態がみられた。卵の う塊 は16～50本 の卵の うよ りなっていた。

②卵の うの長 さは60㎝ か ら24㎝ の ものまであ り,塊 状に産 出されたものについて も不ぞろいであ

っ た 。

③卵の う内の卵数は30～170個 で100個 前 後が最 も多か った。

④卵のうが長 くなると中の卵数も増加するが,両 者の間には物理的に一定の関係はなく含有卵数の

変動が大きい。

⑤1月 に比べ3月 が構造物に対する産卵回数ならびに産着卵のう数も多かった。
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